
物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
第
２
チ
ャ

レ
ン
ジ
）
は
、
全
国
か
ら
１
０
０

人
、
３
泊
４
日
の
日
程
で
筑
波
に

て
行
わ
れ
た
。
当
初
日
程
を
聞
い

た
と
き
は
理
論
問
題
と
実
験
問
題

が
５
時
間
ず
つ
と
い
う
こ
と
に
驚

い
た
が
、
実
際
は
あ
っ
と
い
う
間

の
10
時
間
で
あ
っ
た
。

高
校
で
学
ぶ
物
理
に
ベ
ー
ス
を

置
き
な
が
ら
、
大
学
で
の
物
理
の

世
界
を
垣
間
見
る
よ
う
な
経
験
で

あ
っ
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
自
分

で
は
好
成
績
を
出
す
自
信
は
な
か

っ
た
の
だ
が
、
銅
賞
と
い
う
形
で

上
位
に
食
い
込
む
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

ま
た
、
４
日
間
に
わ
た
っ
て
全

国
を
勝
ち
抜
い
て
き
た
強
者
た
ち
、

筑
波
大
学
の
先
輩
方
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｓ

（
ニ
ム
ス
＝
独
立
行
政
法
人
物
質

・
材
料
研
究
機
構
）
の
研
究
者
等

と
交
流
し
て
、
非
常
に
よ
い
刺
激

を
受
け
た
。
特
に
４
日
間
寝
食
を

共
に
し
た
仲
間
た
ち
と
ま
た
大
学

で
会
え
る
よ
う
、
日
々
の
努
力
を

大
切
に
し
た
い
。

【
大
会
解
説
】

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は
、
主
に

高
校
生
以
下
の
生
徒
を
対
象
に
し

た
物
理
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
す
。
予

選
で
あ
る
第
１
チ
ャ
レ
ン
ジ
（
６

月
）
と
全
国
大
会
で
あ
る
第
２
チ

ャ
レ
ン
ジ
（
８
月
）
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
理
論
問
題
と
実
験
問
題
が

課
さ
れ
、
全
国
大
会
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
生
徒
に
は
、
翌
年
の

国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

す
る
権
利
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
毎

年
５
人
が
日
本
代
表
と
し
て
出
場

し
、
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

今
年
、
本
校
か
ら
は
３
年
生
の

合
谷
木
諒
君
が
全
国
大
会
へ
進
み
、

見
事
銅
賞
を
獲
得
し
た
。
３
年
生

と
い
う
こ
と
で
翌
年
の
物
理
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
と
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
県
初
の
銅
賞

獲
得
と
い
う
快
挙
に
、
学
校
中
が

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

今
夏
、
化
学
好
き
が
実
を
結
び
、

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
で
銅
賞
を
獲
得

し
た
。
２
次
選
考
で
は
高
校
化
学

の
難
度
を
超
え
る
問
題
が
出
題
さ

れ
る
が
、
自
己
の
知
識
を
元
に
実

験
や
考
察
を
し
て
い
く
過
程
で
、

全
国
と
の
実
力
の
差
を
痛
感
し
た
。

ま
た
、
一
方
で
、
最
先
端
の
研

究
や
機
器
に
触
れ
、
全
国
の
科
学

者
の
卵
と
交
流
す
る
機
会
と
な
り
、

化
学
の
楽
し
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

全
国
の
精
鋭
と
化
学
に
つ
い
て

語
っ
た
経
験
は
貴
重
な
財
産
に
な

る
と
思
う
。
将
来
彼
ら
と
同
じ
舞

台
で
活
躍
す
る
日
を
夢
見
て
自
強

不
息
の
精
神
で
勉
学
に
励
み
た
い
。

【
大
会
解
説
】

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
（
旧
称
・
全

国
高
校
化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
）
は
、

「
夢
・
化
学
―
２
１
」
委
員
会
、

公
益
社
団
法
人
日
本
化
学
会
の
主

催
に
よ
り
１
９
９
９
年
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

15
回
目
と
な
る
今
年
の
化
学
グ

ラ
ン
プ
リ
の
１
次
選
考
は
、
マ
ー

ク
シ
ー
ト
式
の
試
験
で
７
月
15
日

の
海
の
日
に
全
国
61
会
場
で
実
施

さ
れ
、
過
去
最
高
の
３
４
８
１
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
１

次
選
考
を
通
過
し
た
参
加
者
を
対

こ
の
度
い

た
だ
い
た
最

優
秀
作
品
賞

は
、
個
人
戦

出
場
者
が
二

首
ず
つ
詠
ん
だ
短
歌
の
う
ち
、
一

般
投
票
で
選
ば
れ
た
十
二
首
か
ら
、

審
査
員
の
評
価
が
最
も
高
か
っ
た

作
品
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
す
。

自
分
の
短
歌
が
日
本
一
に
な
っ
た

象
に
、
８
月
23
・
24
の
両
日
に
東

北
大
学
で
２
次
選
考
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
２
次
選
考
は
実
験
を
伴

う
記
述
式
の
試
験
で
、
最
終
的
に

１
次
選
考
と
２
次
選
考
の
総
合
成

績
で
評
価
さ
れ
ま
す
。

と
い
う
実
感
は
ま
だ
湧
き
ま
せ
ん

が
、
こ
の
受
賞
を
励
み
に
今
ま
で

以
上
に
良
い
歌
を
詠
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

今
回
の
大
会
で
は
団
体
戦
も
決

勝
の
舞
台
へ
と
進
む
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
し

ま
し
た
が
、
最
後
ま
で
自
分
た
ち

ら
し
い
作
品
を
詠
む
こ
と
が
で
き
、

悔
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
へ
感
謝
し
て

も
し
き
れ
ま
せ
ん
。

化
学
グ
ラ
ン
プ
リ
で
上
位
の
成

績
を
収
め
た
高
校
２
年
生
以
下
の

生
徒
は
、
来
年
ベ
ト
ナ
ム
で
開
催

さ
れ
る
第
46
回
国
際
化
学
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
候
補
に
推
薦
さ
れ

ま
す
。
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１
０
０
人
の

１
人
と
し
て

３
年
Ｈ
組
　
合
谷
木
諒

物
理
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
化
学
グ
ラ

ン
プ
リ
で
共
に
銅
賞
の
快
挙

化
学
の
楽
し

さ
を
再
確
認

３
年
Ｈ
組
　
伊
藤
　
知
輝

自
分
ら
し
く
詠
め
た

２
年
Ｄ
組
　
松
岡
　
美
紗

短
歌
甲
子
園
最
優
秀
作
品
賞
　
題
「
聞
く
」

夕
焼
け
に
飛
行
機
雲
の
ご
と
伸
び
る
　

フ
ル
ー
ト
を
聞
く
　
階
段
半
ば

合谷木諒君（左）と
伊藤知輝君

寄

贈

図

書

「
獨
楽
庵
切
抜
帖
」
６
～
10
月
号

冨
野
巳
代
治
（
昭
７
卒
）

「
秋
高
32
会
　
平
成
24
年

９
月
７
日
（
金
）」

秋
高
32
会
（
昭
32
卒
）

「
ア
メ
リ
カ
の
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
」

佐
々
木
　
毅
（
昭
36
卒
）

「
Ｑ
君
と
Ａ
先
生
の
素
朴
で

奥
の
深
～
い
物
理
問
答
」

伊
藤
　
一
郎
（
昭
37
卒
）

「
山
岳
・
音
楽
・
文
学
」

川
島
　
由
夫
（
昭
37
卒
）

「
茶
の
な
い
茶
道
」

岡
村
　
時
雄
（
昭
41
卒
）

「
小
さ
な
事
業
者
の
破
産
と

借
金
整
理
」

高
橋
裕
次
郎
（
昭
44
卒
）


